
皆さん、こんにちは。天候によって気温差がある季節です。 

体調をくずさないよう、規則正しい生活を心がけましょう。 
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行方不明になった高齢者等の家族が鈴鹿警察署

に『捜索願』を提出した際に、行方不明者の個

人情報の開示に同意をいただければ、鈴鹿市社

会福祉協議会からその情報を民間事業者等に一

斉に FAX を送信したり、鈴鹿市からメルモニ

(鈴鹿市で配信されているメール配信サービス)

登録者に情報配信するなどして、可能な範囲で

捜索に協力していただくものです。 

 

◎ご家族が行方不明になられたら？ 
 
捜索願の提出 

ご家族の方や関係者の方が鈴鹿警察署に『捜索願』

を提出します。または、お近くの交番に直接お越

しいただき、行方不明の旨を申し出てください。 

『安心ネットワーク』申請書の記入 

 警察署にて、「活動申込書」および「活動依頼書」

に行方不明になられた方の情報を記入していただ

きます。 

情報の配信 

 社会福祉協議会を通じて、協力事業所に一斉に

FAX を送信します。また、メルモニメールを通じ

て、メルモニ登録者に情報配信します。 

  

※行方不明者の早期発見・ 

保護につなげるため、 

皆さまのご協力をお願い 

します。 
 

●長寿社会課   382-7935 

●社会福祉協議会 382-5971 

2023年 3月号 

２０１６年 ９月号 

ご相談・ご連絡は 

鈴鹿第 7 地域包括支援センター りんどう 
住所：鈴鹿市南若松町１番地（伊勢マリンホーム内）    
電話 ３８０－５２８０ 

 
 

 

電話 ３８０－５２８０ 

〈スタッフ〉 

主任ケアマネジャー 青島・伊藤 

保健師       森重 

社会福祉士     髙畑・横地 

ケアマネジャー   椎名・堀口・山本 

事務員       片川 

 
 

介護者のつどいは、介護者同士の情報交換や介護

の学習会などを通し集う場所です。 

今回は、『言いたい！聞きたい！認知症のこと』 

認知症になっても明るく生きるをテーマに、中部

認知症初期集中支援チーム看護師の佐伯氏が講師

となり、認知症の診断を受けてからも生き生きと

過ごされている方と、支えている家族からの話を

聞きました。本人から、認知症になり落ち込んだ

時もあったが、診断を受けたからと言って悲観し

ないでほしい。認知症は誰もがなる病気なので、

ポジティブにしていこうと思い、恥ずかしがった

り、隠そうとせずに、友人にも話したことで、さ

らに交流が増えて楽しんでいると話されてみえま

した。支える家族から、認知症かも？と思った時

は、専門家や他の家族等に相談し、ひとりで抱え

込まないこと、認知症の特性を知ったことで、対

応方法が変わったと、お互い笑顔で見つめ合いな

がら楽しそうにされていたのが印象的でした。 

またセロトニン体操や鈴鹿おどりをみんなでし

て、心と体が温まりました。 

 

来年度も開催予定 

です。 

皆さんのご参加を 

お待ちしています。 


